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ⅣⅣ 決議案 

○北朝鮮による衛星打ち上げを目的とする弾道ミサイル技術を使用した発射

に抗議する決議案（山口俊一君外12名提出、決議第１号） 

11月21日、北朝鮮は、衛星打ち上げを目的とする弾道ミサイル技術を使用し

た発射を強行し、沖縄本島と宮古島との間の上空を通過し、太平洋上に落下し

たとみられる。 

北朝鮮は、昨年以来弾道ミサイルを80発以上も発射しており、かつてない高

い頻度で続く一連の挑発行動は、国際社会に対する深刻な挑戦である。このよ

うな中で、昨年10月及び本年８月に引き続き、我が国の上空を通過する形で発

射を強行したことは、我が国の安全保障にとって重大かつ差し迫った脅威であ

るとともに、地域及び国際社会の平和と安全を脅かすものである。このような

北朝鮮の行為は、関連国連安保理決議及び日朝平壌宣言への違反であり、断じ

て容認できない。 

本院は北朝鮮に対し重ねて厳重に抗議し、 も強い表現で非難する。さらに、

挑発行動を中止し、核・弾道ミサイル開発計画を直ちに放棄するよう強く求め

る。 

国際社会は、国連安保理決議等を踏まえ、結束した外交努力を展開し、平和

的な解決を模索すべきである。政府においては、国連加盟国に対し、これまで

の国連安保理決議に基づく制裁措置の完全な履行を実現するよう働きかけを一

層強化しつつ、米国、韓国等関係各国と緊密に連携し、北朝鮮に対する一層厳

格で実効的な措置を取るよう求めるべきである。 

北朝鮮の核・ミサイル問題のみならず、時間的制約のある人道問題である拉

致問題も我が国の主権及び国民の生命と安全に関わる も重大な問題であり、

国際社会が結束して北朝鮮による核、ミサイル、そして、 重要課題である拉

致問題の包括的かつ早急な解決を図るべく、政府の総力を挙げた努力を傾注し、

もって国民の負託に応えるべきである。 

右決議する。 

 


